
　
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
北
部
大
き
か
っ
た
州
北
部
の
ネ
フ
チ

を
襲
っ
た
地
震
で
、
ア
ジ
ア
医
エ
ゴ
ル
ス
ク
や
患
者
が
運
ぱ
れ

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
た
オ
ハ
、
州
都
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

本
部
。
・
岡
山
市
檜
津
）
の
救
援
ン
ス
ク
の
病
院
な
ど
で
救
復
活

医
療
チ
ー
ム
は
、
最
も
被
害
の
動
を
続
け
て
い
る
。
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
た
。
（
社
会
部
・
藤
原
健
ム
（
三
人
）
が
出
発
し
た
の
は
人
）
が
現
地
へ
向
か
い
、
合

し
て
最
初
に
救
援
に
駆
け
付
史
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
震
発
生
か
ら
二
日
後
の
五
わ
せ
て
約
一
〇
・
五
訪
の
物

け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
ユ
　
岡
山
空
港
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
月
二
十
九
日
正
午
（
日
本
時
資
を
サ
ハ
リ
ン
ヘ
運
び
込
ん

ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
取
材
機
で
第
一
陣
の
救
援
医
療
チ
ー
聞
）
。
二
日
に
は
第
二
陣
（
八
だ
。

重
症
者
多
く
死
亡
も

1

.
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｜　ﾛﾏﾉﾌ病院長(右)から患者の状況などについて説明を受けるAMDA　
I

乖

　
石
油
採
掘
の
街
と
し
て
知
ら

れ
た
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
は
、

中
心
部
の
約
五
百
μ
四
方
の
建

物
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
人
口
約

ネ
フ
チ
ェ

ゴ
ル
ス
ク

四
数
旨
「
日
本
の
好
意
に
感
謝
」

ロマノフ病院長（右）から患者の状況などについて説明を堅けるＡＭＤＡ　ｉ

の敏捷医療チーム＝サハリン州立中央病院　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　　　　　　　　　……-__…一_－…__.__.............._.………………........_...…........:

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

F ㎜ －

三
千
人
の
町
は
、
が
れ
き
の
山

と
化
し
た
。
救
出
者
の
中
に
は

骨
折
な
ど
の
症
状
が
重
く
、
筋
　
、

肉
組
織
が
仮
装
さ
れ
て
腎
（
じ

ん
）
不
全
を
起
こ
し
、
人
工

透
析
が
必
要
な
ク
ラ
ッ
シ
ュ

・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
挫
滅
症
候

群
）
と
呼
ば
れ
る
患
者
が
多

い
。

　
抗
生
物
質
な
ど
の
医
薬
品
を

三
日
夜
に
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク

や
オ
ハ
に
運
び
込
ん
だ
秋
山
一

誠
医
師
（
・
‘
一
’
一
罪
大
阪
市
浪
速
区

＝
は
「
予
想
を
上
回
る
被
害
。

必
死
の
救
出
活
動
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、
街
全
体
が
死
臭
に
覆

わ
れ
て
い
た
。
夜
の
冷
え
込
み

が
厳
し
く
、
被
災
者
に
毛
布
を
に

卜ぴ込むＡＭＤＡの敦１

ｉ畿医療チーム＝ユジｉ

ｉ　ノサハリンスク・保ミ

１税倉庫　　　　　｜

:---･-･--･－.........……….………i

ｆ
　
匹



一
　
ク
ラ
ッ
シ
ュ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
重
症
患
者
が

一
　
運
び
込
ま
れ
た
サ
ハ
リ
ン
州
立
中
央
病
院

・・・
| ． ・ 畠 ・ ■ ・ ・ ・

多
く
、
救
援
医
療
チ
ー
ム
は

不
足
し
て
い
る
愚
析
液
な
ど

の
医
薬
品
を
、
手
渡
し
、
人
工

透
析
を
実
際
に
サ
ポ
ー
ト
し

た
。

　
ピ
ク
ト
ル
・
ロ
マ
ノ
フ
院
長

は
「
一
生
懸
命
治
療
に
当
た
っ

て
い
る
が
、
状
態
の
悪
い
患
者

が
多
く
亡
く
な
苓
ハ
も
い
る
。

ギ
プ
ス
や
包
帯
を
含
め
医
薬
品

や
看
護
ス
タ
ッ
フ
な
ど
は
不
足

し
て
お
り
、
日
本
の
好
意
に
大

変
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
て

い
た
。

　
し
か
し
、
発
展
途
上
国
の
医

療
救
援
で
実
績
の
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
も
大
国
の
ロ
シ
ア
で
は
戸
惑

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
概
念
が
な

く
、
第
一
陣
は
州
政
府
高
官
の

理
解
を
求
め
る
の
に
入
国
し

て
丸
一
日
を
費
や
し
た
。
ま

た
「
ロ
シ
ア
の
こ
と
は
ロ
シ

ア
で
」
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
や

医
師
が
現
地
で
足
り
て
い
る

一
手
渡
す
と
ス
パ
シ
ー
バ
（
あ
り
軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
次
こ
と
で
、
物
資
輸
送
や
医
療

　
が
と
う
）
と
大
変
喜
ば
れ
た
」
　
々
と
搬
送
。
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
協
力
な
ど
の
交
渉
が
当
初
は

と
言
う
。

ス
ク
の
サ
ハ
リ
ン
州
立
中
央
病
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
か
っ
た
と

　
ロ
シ
ア
政
府
は
と
り
あ
え
ず
院
へ
は
患
者
約
三
十
人
、
隣
接
い
う
。

墨
暑
牙
ハ
に
運
び
、
重
傷
者
す
る
小
児
病
院
に
は
子
供
約
　
二
陣
の
救
援
医
療
チ
ー
ム
リ

は
さ
ら
に
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
十
人
が
運
ぱ
れ
て
い
た
。
ク

ク
や
本
土
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
ラ
ッ
シ
ュ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

Ｉ
ダ
ー
岩
永
責
陽
医
師
（
Ξ
四
）
＝

一゛“゜－゛“｀゛゛゛゜¶゜｀゛゜“｀“●゜－゛““－｀－゛－－－－゛●－゜｀－゜゛｀゛゛゛゜゛゛゜゛゜゜゛゛゜゜゛゜゛゛゛″゛゜゜゜゜゜｀゜｀“
－－－－－－・弔・畢・－・・－・－－・－９－・一曲・槍・

京
都
府
宇
治
市
＝
は
「
今
回
は
一

医
薬
品
の
緊
急
支
援
が
中
座

的
な
活
動
だ
っ
た
が
、
医
薬
一

品
や
被
災
者
の
生
活
物
資
は
一

不
足
し
て
お
り
支
援
は
引
き
一

続
き
必
要
だ
。
阪
神
大
震
災
一

・・・一髪－・■・－－・
－ － － Ｗ ㎜

支援活動に大成果
讐Ｗａ生活物資は不足

　
サ
ハ
リ
ン
か
ら
五
日
帰
国
し

た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
の

三
宅
和
久
医
師
７
一
）
＝
岡
山
市

万
成
西
町
＝
が
六
日
午
後
の
飛

行
機
で
岡
山
空
港
に
到
着
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の
出
迎
え
を

受
け
た
。

　
三
宅
医
師
は
、
被
災
地
の
ネ

フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
な
ど
で
行
っ

た
医
薬
品
需
要
の
調
査
や
被
災

者
へ
の
毛
布
配
布
な
ど
の
活
動

に
つ
い
て
「
ロ
シ
ア
人
医
師
が

足
り
て
い
て
、
直
接
治
療
活
動

が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
必
要

な
医
薬
品
や
生
活
物
資
の
調
達

な
ど
状
況
に
応
じ
た
支
援
活
動

が
で
き
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
’
サ
ハ
リ
ン

日
本
協
会
な
ど
の
理
解
が
得

ら
れ
て
か
ら
は
、
役
所
へ
の

手
続
き
な
ど
協
力
し
て
も
ら

え
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
発
言
の
影

響
は
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
　
ま
た
、
「
現
地
で
は
遺
体
の

確
認
に
訪
れ
た
遺
族
が
泊
ま
る

場
所
も
な
い
状
態
。
毛
布
な
ど

の
生
活
物
資
は
足
り
て
お
ら

ず
、
負
傷
者
の
継
続
的
な
治
療

の
た
め
に
は
医
薬
品
の
補
充
も

必
要
」
と
訴
え
た
0
1

　
こ
の
た
め
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は

　
「
今
後
も
必
要
な
医
薬
品
や
救

援
物
資
を
、
な
る
べ
く
早
く
現

地
に
輸
送
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。
　
現
地
に
滞
在
し
て
い
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
救
援
医
療
チ
ー
ム
第
二

障
の
医
師
ら
ハ
人
は
、
来
週
初

め
ま
で
に
二
班
に
分
か
れ
て
帰

国
す
る
予
定
。

診
療
チ
ー
ム
の

受
け
入
れ
に
壁

で
の
緊
急
救
援
の
経
験
が
恚
　
【
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
６

し
で
も
生
か
せ
た
の
で
は
な
一
日
共
同
】
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン

い
か
と
思
う
」
と
話
し
て
い
一
州
北
部
を
襲
っ
た
地
震
で
は
、

ち

一
阪
神
大
震
災
と
同
様
、
海
外
の

ロシア当局

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
緊

急
医
療
チ
ー
ム
が
相
次
い
で
現

地
入
り
し
た
が
、
医
薬
品
を
提

供
し
た
り
医
１
漣
器
の
使
い
方

を
指
導
す
る
な
ど
の
医
療
支
援

が
主
体
で
、
直
接
診
療
を
目
指

し
た
チ
ー
ム
は
ロ
シ
ア
当
局
か

ら
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

　
阪
神
大
震
災
の
場
合
に
は
、

日
本
の
医
師
免
許
を
持
た
な
い

外
国
人
医
師
の
受
け
入
れ
態
勢

の
法
的
な
不
備
が
問
題
と
な
っ

、
ロ
シ
ア
で
は
医
師
の
過

剰
と
か
つ
て
の
超
大
国
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
が
受
け
入
れ
の

　
″
壁
″
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
が
Ｉ
、
二
陣

合
わ
せ
て
医
師
ら
十
一
人
を
派

遣
、
日
本
赤
十
字
社
も
医
師
ら

三
人
か
ら
成
る
救
援
調
査
団
を

送
り
込
ん
だ
。
日
本
以
外
で
は

　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
　
（
本
都

　
・
パ
リ
）
な
ど
の
救
援
チ
ー
ム

が
現
地
入
り
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
被
災
地
ネ
フ
チ
ェ

ゴ
ル
ス
ク
で
は
五
階
建
て
の
十

七
棟
の
ア
パ
ｔ
ト
群
が
地
震
で

一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
た
た
め
、

が
れ
き
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

々
の
生
存
率
が
極
め
て
低
く
、

負
傷
し
て
救
出
さ
れ
た
人
は
六

日
朝
現
在
、
六
百
四
十
九
人
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
で
は
医
師
が

過
剰
な
上
、
経
済
混
乱
で
低
賃

金
に
見
切
り
を
つ
け
て
離
職
し

た
元
医
師
ら
が
救
援
の
た
め
に

駆
け
付
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ロ
シ
ア
側
は
「
治
療
に
当
た
る

医
師
は
多
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
だ
」

　
（
サ
ハ
リ
ン
州
政
府
当
局
者
）

と
し
て
、
外
国
人
医
師
の
応
援

申
し
出
を
断
っ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
側
に
は
「
ロ
シ
ア
の

医
師
は
外
国
の
医
師
よ
り
劣
っ

て
は
い
な
い
」
　
（
フ
ァ
ル
フ
デ

ィ
ノ
フ
同
州
知
事
）
と
感
情
的

に
反
発
し
て
い
る
面
も
あ
る

が
、
重
傷
者
は
高
度
な
治
療
の

た
め
日
本
に
搬
送
し
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
現

地
医
師
の
間
に
は
出
て
き
て
い

る
と
い
う
。

死
者
落
人

　
　
オ
ハ
な
ど
で
余
震
も

　
【
モ
ス
ク
ワ
６
日
共
同
】
ロ

シ
７
.
非
常
事
態
省
に
よ
る
と
、

サ
ハ
リ
ン
州
北
部
の
オ
ハ
、
モ

ス
カ
リ
ボ
で
六
日
未
明
、
余
震

が
あ
り
、
住
民
が
避
難
す
る
騒

ぎ
が
あ
っ
た
。
オ
ハ
で
は
先
月

二
十
八
日
の
大
地
震
で
住
宅
約

三
十
棟
、
学
校
、
幼
稚
園
な
ど

の
建
物
が
被
害
を
受
け
て
お

り
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
い

う
。
　
地
震
で
壊
滅
し
た
ネ
フ
チ
ェ

ゴ
ル
ス
ク
で
は
住
民
が
倒
壊
し

た
団
地
の
下
敷
き
に
な
っ
た
た

め
、
オ
ハ
な
ど
で
は
、
多
く
の

住
民
が
地
震
に
よ
る
住
宅
倒
壊

を
恐
れ
て
塵
外
で
暮
ら
し
て
い

た
。
　
一
方
、
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク

で
は
救
出
作
業
が
続
い
て
お

り
、
現
地
時
間
六
日
午
後
六
時

ま
で
に
収
容
さ
れ
た
遺
体
は
計

千
三
百
八
十
体
に
な
っ
た
。
過

去
二
十
四
時
間
に
が
れ
き
の
下

か
ら
は
百
六
十
三
人
の
遺
体
が
。

発
見
さ
れ
た
が
、
生
存
者
は
い

な
か
っ
た
。
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